
JP 2017-116918 A5 2019.12.5

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月24日(2019.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一面と第二面との双方にまだ画像が形成されていないシートを給紙する第一給紙手段
と、
　第一面に画像が形成されたシートを給紙する第二給紙手段と、
　前記第一給紙手段および前記第二給紙手段を制御する給紙制御手段と、
　前記第一給紙手段により給紙されたシートの第一面および前記第二給紙手段により給紙
されたシートの第二面にそれぞれ画像を形成する画像形成手段と、
　前記第一給紙手段により給紙され、第一面に画像が形成されたシートの搬送方向を反転
させ、前記第一面に画像が形成されたシートを前記第二給紙手段へ搬送する反転手段と
　シートに後処理を施す後処理手段と、
　前記後処理手段を制御する後処理制御手段と、を有し、
　前記第一給紙手段から給紙された前記シートが前記反転手段において待機できない状態
において、前記給紙制御手段は、前記後処理制御手段から通知された後処理時間に基づき
、前記反転手段においてシートを待機させることなく、前記第二給紙手段で待機している
シートに対して前記第一給紙手段から給紙されるシートが接触しないように前記第一給紙
手段から給紙されるシートの給紙タイミングを調整するように構成されており、
　前記第一給紙手段は、副搬送路で待機しているシートの枚数が最大待機枚数に到達する
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まで連続して複数のシートを給紙し、前記副搬送路で待機しているシートの枚数が前記最
大待機枚数に到達すると、前記第二給紙手段と交互にシートを給紙するように構成されて
いることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記第一給紙手段および前記第二給紙手段により給紙されたシートを前記画像形成手段
へ搬送する主搬送路と、
　シートの搬送方向において前記画像形成手段よりも下流において前記主搬送路から分岐
し、前記シートを前記後処理手段に搬送する後処理搬送路と、
　前記第二給紙手段が設けられた搬送路であって、前記搬送方向において前記画像形成手
段よりも下流において前記主搬送路から分岐し、前記第二給紙手段によりシートを再び前
記画像形成手段に給紙するために、前記搬送方向において前記画像形成手段よりも上流に
おいて前記主搬送路と接続した副搬送路と、をさらに有し、
　前記反転手段は、前記副搬送路において前記シートの搬送方向を反転させることを特徴
とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記後処理手段は、第一面と第二面との双方に画像が形成された複数のシートからなる
シートグループに後処理を施し、
　前記給紙制御手段は、前記後処理手段により後処理を施される複数のシートからなる第
一シートグループにおける最後のシートの第二面に前記画像形成手段が画像を形成すると
きに、当該最後のシートよりも後に前記第一給紙手段から給紙され、第一面に画像を形成
され、かつ、前記副搬送路で待機している後続シートを再び前記画像形成手段に給紙する
タイミングを前記第一シートグループに適用される後処理のための後処理時間に応じて遅
延させる場合、前記後処理制御手段から通知された当該後処理時間に基づき、前記副搬送
路で待機している前記後続シートに対して前記第一給紙手段から給紙される新たなシート
が接触しないように、前記第一給紙手段から給紙される当該新たなシートの給紙タイミン
グを調整することを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記給紙制御手段は、前記後処理制御手段から通知された後処理時間と前記副搬送路で
待機可能なシートの枚数の最大値とに基づき、前記副搬送路で待機しているシートに対し
て前記第一給紙手段から給紙されるシートが接触しないように前記第一給紙手段から給紙
されるシートの給紙タイミングを調整することを特徴とする請求項２に記載の画像形成装
置。
【請求項５】
　シートの搬送方向における長さと前記副搬送路の長さとに応じて前記副搬送路で待機可
能なシートの枚数の最大値が決定されることを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置
。
【請求項６】
　前記給紙制御手段は、
　前記副搬送路で待機可能なシートの枚数の最大値が零のときは、前記副搬送路でシート
を待機させず、かつ、前記後処理制御手段から通知された後処理時間に基づき前記第一給
紙手段から給紙されるシートの給紙タイミングを調整することを特徴とする請求項４に記
載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記給紙制御手段は、
　前記副搬送路で待機可能なシートの枚数の最大値が１以上のときは、前記副搬送路でシ
ートを待機させ、かつ、前記後処理制御手段から通知された後処理時間に基づき、前記副
搬送路で待機しているシートに対して前記第一給紙手段から給紙されるシートが接触しな
いように前記第一給紙手段から給紙されるシートの給紙タイミングを調整することを特徴
とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項８】
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　前記給紙制御手段は、第二面に画像が形成された第一シートの後端から第二面に画像が
形成される第二シートの先端までの間隔が前記後処理時間に対応する間隔となるように、
前記第二給紙手段による前記第二シートの給紙タイミングを遅延させるとともに、前記第
一給紙手段により給紙される第三シートの後端から前記第二給紙手段により給紙される前
記第二シートの先端までの間隔が連続画像形成のために設定された所定の紙間となるよう
に、前記第一給紙手段による前記第三シートの給紙タイミングを遅延させることを特徴と
する請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記画像形成手段は、あるシートの第一面への画像形成と他のシートの第二面への画像
形成とを交互に実行することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記画像形成手段は、トナー画像をシートに定着させる定着手段を有し、
　前記定着手段と前記反転手段とは同一の駆動源により駆動されており、前記定着手段が
動作している間は前記反転手段も動作を継続することを特徴とする請求項１に記載の画像
形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、たとえば、
　第一面と第二面との双方にまだ画像が形成されていないシートを給紙する第一給紙手段
と、
　第一面に画像が形成されたシートを給紙する第二給紙手段と、
　前記第一給紙手段および前記第二給紙手段を制御する給紙制御手段と、
　前記第一給紙手段により給紙されたシートの第一面および前記第二給紙手段により給紙
されたシートの第二面にそれぞれ画像を形成する画像形成手段と、
　前記第一給紙手段により給紙され、第一面に画像が形成されたシートの搬送方向を反転
させ、前記第一面に画像が形成されたシートを前記第二給紙手段へ搬送する反転手段と
　シートに後処理を施す後処理手段と、
　前記後処理手段を制御する後処理制御手段と、を有し、
　前記第一給紙手段から給紙された前記シートが前記反転手段において待機できない状態
において、前記給紙制御手段は、前記後処理制御手段から通知された後処理時間に基づき
、前記反転手段においてシートを待機させることなく、前記第二給紙手段で待機している
シートに対して前記第一給紙手段から給紙されるシートが接触しないように前記第一給紙
手段から給紙されるシートの給紙タイミングを調整するように構成されており、
　前記第一給紙手段は、副搬送路で待機しているシートの枚数が最大待機枚数に到達する
まで連続して複数のシートを給紙し、前記副搬送路で待機しているシートの枚数が前記最
大待機枚数に到達すると、前記第二給紙手段と交互にシートを給紙するように構成されて
いることを特徴とする画像形成装置を提供する。
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